
《日建連表彰 2020 第1回土木賞受賞プロジェクト・構造物》　阿蘇大橋地区斜面防災対策工事／天ヶ瀬ダム再開発トンネル放流設備流入部建設工事／荒瀬ダ
ム本体等撤去工事／国道45号夏井高架橋工事におけるi-Bridgeの取組み／鶴田ダム再開発事業／阪神高速道路大和川線シールドトンネル工事／福島第一原
子力発電所陸側遮水壁（凍土壁）／三種浜田風力発電所建設プロジェクト／八ッ場ダム本体建設工事／横浜北線鉄道（JR、京急）交差部新設工事／【特別賞】
湖陵多伎道路多伎PC上部工事

土木賞は、募集の前年末までに概ね竣工した土木分野のプロジェクト・構造物を対象に、事業企画、計画・設計、施工、及び維持管理などに
関する総合評価により選考を行います。選考に当たり、特に、施工プロセスの視点（施工プロセスの改善、良質な社会資本の効率的創出、土木
技術の発展・伝承など）を重視しています。
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東
日
本
大
震
災
に
伴
う
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
り
一
〜
四
号

機
建
屋
周
辺
の
地
下
水
揚
水
設
備
が
運

転
停
止
し
、建
屋
へ
地
下
水
が
流
入
し

て
燃
料
デ
ブ
リ
な
ど
に
触
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
放
射
性
物
質
に
よ
る
高
濃
度
汚

染
水
が
大
量
に
発
生
し
た
。国
の
汚
染

水
処
理
対
策
委
員
会
に
お
い
て
、汚
染

源
に
地
下
水
を
近
づ
け
な
い
対
策
が
透

水
係
数
・
施
工
性
・
耐
震
性
・
工
期
な

ど
の
観
点
で
比
較
検
討
さ
れ
、延
長
約

一
、五
〇
〇
㍍
、深
さ
約
三
〇
㍍
、凍
土

造
成
量
約
七
〇
、〇
〇
〇
立
方
㍍
の
世

界
最
大
規
模
と
な
る
凍
土
方
式
の
遮
水

壁
が
採
択
さ
れ
た
。

　
遮
水
壁
の
施
工
に
あ
た
っ
て
は
、①

多
数
の
既
存
埋
設
設
備
や
地
下
水
流

に
よ
る
凍
結
阻
害
の
な
か
で
確
実
に
凍

土
遮
水
壁
を
造
成
す
る
こ
と
②
作
業

者
の
被
ば
く
線
量
の
低
減
や
汚
染
水

凍
結
管
に
よ
り
段
階
的
に
凍
土
造
成
を

行
い
、汚
染
水
発
生
量
を
大
幅
に
減
少

さ
せ
た
。そ
の
結
果
、二
〇
一
八
年
三
月

の
汚
染
水
処
理
対
策
委
員
会
に
て「
凍

土
壁
に
よ
る
地
下
水
の
遮
水
効
果
は
明

確
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、サ
ブ
ド
レ

ン
な
ど
の
機
能
と
併
せ
、地
下
水
を
安

定
的
に
制
御
し
建
屋
地
下
水
を
近
づ
け

な
い
水
位
管
理
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ

た
」と
の
評
価
を
受
け
た
。

　
高
線
量
と
い
う
過
酷
な
作
業
条
件
下

か
つ
、事
故
収
束
の
動
向
が
注
視
さ
れ

る
な
か
で
の
前
例
の
な
い
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
成
果
は
、福
島
復
興
に
貢
献
す

る
だ
け
で
は
な
く
、土
木
技
術
に
対
す

る
社
会
的
評
価
の
向
上
に
大
き
く
貢
献

す
る
も
の
で
、日
建
連
表
彰
土
木
賞
に

値
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

福島第一原子力発電所陸側遮水壁
（凍土壁）  概要

● 工　種	 電力（発電施設遮水壁）※災害復旧

● 発注者	 東京電力ホールディングス㈱
● 設計者	 東京電力ホールディングス㈱、
	 鹿島建設㈱
● 施工者	 鹿島建設㈱
● 関係者	 ケミカルグラウト㈱、
	 カジマメカトロエンジニアリング㈱

● 所 在 地　 福島県双葉郡大熊町
● 着工年月　2013年11月
● 竣工年月　2018年3月

詳細や他の写真などは

左記のQRコードから

Webページに

アクセスしてご覧ください。

1. 計画概要。世界最大の凍土造成工事である
2. 凍土壁の地表付近を掘り出し、凍土ができてい

ることを確認
3. 凍土壁内側の様子
4. 凍結管設置完了の状況

受
賞
理
由

1

2 3

量
の
早
期
抑
制
の
た
め
に
凍
土
造
成
の

合
理
化
を
図
る
こ
と
③
長
期
的
な
運

用
に
な
る
可
能
性
を
踏
ま
え
た
設
備
仕

様
と
す
る
と
と
も
に
そ
の
運
用
管
理
技

術
を
確
立
す
る
こ
と
||
な
ど
が
課
題

で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
を
実
証
試
験
に
よ
る
凍
土
壁

の
成
立
性
確
認
、光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
用
い

た
測
温
シ
ス
テ
ム
や
交
換
可
能
な
三
重

管
構
造
の
凍
結
管
、ブ
ラ
イ
ン
配
管
の

プ
レ
フ
ァ
ブ
化
・
接
続
部
の
ワ
ン
タ
ッ

チ
ジ
ョ
イ
ン
ト
の
採
用
、敷
地
全
体
を
モ

デ
ル
化
し
た
三
次
元
浸
透
流

－

熱
移
動

連
成
Ｆ
Ｅ
Ｍ
解
析
、遮
蔽
設
備
や
適
正

な
防
護
装
備
な
ど
の
作
業
員
の
各
種
安

全
対
策
な
ど
施
工
プ
ロ
セ
ス
の
工
夫
・

改
善
に
よ
っ
て
克
服
し
、地
中
温
度
の

詳
細
な
管
理
の
も
と
一
、五
六
八
本
の

凍結管
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